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激減する来客数を挽回するため
各地の復興市へ参加

各地への復興市へ参加する中で
疲労困憊⼈⽣初の救急⾞に
乗ることになりました。

⽀援から信頼へ変化させる
福島の農産物の安全性を強く訴える⽅法は？

復興市に参加するうちに

思いもしない幸運に恵まれる
ことになり、大手スーパー
マーケットチェーンで

サンふじを販売させていただ
くことになりました。



まずは、ＪＧＡＰ指導員資格を取得

継続的に農場の品格を磨くために2014年
JGAP審査員セミナーを受講し、審査員補の資格を
取得、⾃社農場を審査員の客観的な⽴場から検証し、

向上させるために活⽤しています。
2015年は農場スタッフ２名が指導員研修会を受講し、
指導員の資格を取得し、更新審査に望みました

お陰さまで２年前とは格段の差で認証を継続するこ
とができました。また、更なる⾼嶺を⽬指すために、
ＪＧＡＰ内部監査員の資格をこの春に取得しました。



まるせい果樹園におけるＪＧＡＰの効果
JGAP認証農場であることを、

⾃発的に発信し、⼤⼿ＧＭＳのバイヤーさんにＰＲ
安⼼して取引をしてもらえる

ＪＧＡＰ認証農場であることを
アピール！！

2015年イオン夏の
カタログギフトに掲載



数字が表す 復興の歩み



ＪＧＡＰ認証農場 まるせい果樹園 のこれから
農場の品格を磨きながら、

消費者の皆様に信頼される農産物の栽培・商品の提供を

2015/8/1 ＯＰＥＮ
農家カフェ「森のガーデン」まるせい果樹園直売所付近航空写真

農地購⼊後から継続して
ひまわりを咲かせています

ハート型の池を作り合鴨・
鯉を飼育しています。
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